
医事法学

・学習方針（講義概要等）

）

ナンバリング M4-L1-C04

責任者・コーディネーター 人間科学科法学分野　廣瀬 清英　講師

担当講座・学科（分野） 人間科学科法学分野

廣瀬　清英 講師

演習 0コマ

対象学年

期間

講義

実習 0コマ 0.0時間

担当教員

4

区分・時間数
 （１コマ2時間計算）

10コマ 20.0時間

0.0時間

前期

2

3
医療契約、説明と承諾の法理、医療文書、医療事故責任などの医療行為の法
を説明できる。

4
脳死、臓器移植、尊厳死、安楽死、生殖医療などの医療と人権をめぐる諸問
題について、その問題の基本的な考え方を学び、説明できる。

医療関係者・医療施設・医療衛生などの医療制度の法の概要を説明できる。

医事法学は、比較的新しい学問の分野であり、その体系や対象範囲について、こ
れまでのところ通説的な見解があるわけではない。この学問は当初、医師法・医
療法・衛生法規など医療制度を定めた法律を体系的に扱う「医事法制」から出発
したように、専ら医療を提供する医師や医療関係者側の視点から、その業務と責
任のあり方を中心に論じられてきた。
  しかし、現在の医事法学は医療を受ける側にも基本的視座をおきながら、人の
「生老病死」に対し、法がどのように関わっているかを考えることが中心にな
り、医療事故をめぐる紛争や先端医療が提起する諸問題に対応して「医療過
誤」、さらには「生命倫理」なども視野に入れた「医療行為の法」として研究が
進められている学問である。
  この科目は、第１学年で履修した「法学」や「医療と法律」を基礎とし、その対
象を医学・医療に関する法に焦点を絞り、法秩序および当事者の法律関係をより
深く探求することを目指す。

・教育成果（アウトカム）

１）第１学年で履修した「法学」や「医療と法律」で身につけた、リーガル・マ
インドやリーガル・リテラシーを用いることで、医事法の視点から医療に関する
法制度を体系的に説明できるようになる。
２）実際の医療事故判例を通読することで、医療行為に関する法的問題を指摘で
きるようになる。
３）法的知識を取得することで、医療人として必要な法律を身につける。

（ディプロマ・ポリシー： 1,2,3,6,7

・到達目標
（SBOs）

項目№

1
医事法が何を目的とし、いかなる価値の実現を意図しているのか説明でき
る。



講義：東１-D講義室　　　

区
分

時
限

講
義

5

講
義

5

講
義

5

4/7(火) 廣瀬　清英 講師
医事法学序説/基本
法の知識 1,3,4

【事前学修】
講義で配布する資料（第１
章／この章のみWebClassを
利用）の事前確認を行う。
所要時間　75分以上
【事後学修】
講義で実施した演習問題
（第１章）の復習を行う。
所要時間　75分以上
【ICT】WebClassに配布物、
講義の解答、講義内の演習
問題の復習教材をアップす
る
講義中にKahoot!を使用し理
解度を測定する

4/14(火)

人間科学科法
学分野

人間科学科法
学分野

4/22(水)
人間科学科法
学分野

廣瀬　清英 講師
医事法規(1)/医療法

廣瀬　清英 講師 医事法規(2)/医師法

2,3

【事前学修】
講義で配布する資料（第２
章・第１３章）の事前確認
を行う。所要時間　75分以
上
【事後学修】
講義で実施した演習問題
（第２章・第１３章）の復
習を行う。所要時間　75分
以上
に配布物、講義の解答、講
義内の演習問題の復習教材
をアップする 講義中に
Kahoot!【ICT】WebClassを使
用し理解度を測定する

2,3

【事前学修】
講義で配布する資料（第３
章）の事前確認を行う。所
要時間　75分以上
【事後学修】
講義で実施した演習問題
（第３章）の復習を行う。
所要時間　75分以上
に配布物、講義の解答、講
義内の演習問題の復習教材
をアップする 講義中に
Kahoot!【ICT】WebClassを使
用し理解度を測定する

担当教員 講義内容 事前事後学修／ICT

・講義場所

・講義日程（各講義の詳細な講義内容、事前・事後学習内容、該当コアカリにつ
いてはwebｼﾗﾊﾞｽに掲載）

講座（学科）
到達目
標番号

月日



講
義

5

講
義

5

講
義

5

講
義

5

衛生法規(2)/保健衛
生法

衛生法規(3)/予防衛
生法

2

【事前学修】
講義で配布する資料（第８
章）の事前確認を行う。所
要時間　75分以上
【事後学修】
講義で実施した演習問題
（第８章）の復習を行う。
所要時間　75分以上
に配布物、講義の解答、講
義内の演習問題の復習教材
をアップする 講義中に
Kahoot!【ICT】WebClassを使
用し理解度を測定する

4/28(火)
人間科学科法
学分野

人間科学科法
学分野

廣瀬　清英 講師 医事法規(3)/資格法

2

2

2

【事前学修】
講義で配布する資料（第４
章）の事前確認を行う。所
要時間　75分以上
【事後学修】
講義で実施した演習問題
（第４章）の復習を行う。
所要時間　75分以上
に配布物、講義の解答、講
義内の演習問題の復習教材
をアップする 講義中に
Kahoot!【ICT】WebClassを使
用し理解度を測定する

【事前学修】
講義で配布する資料の事前
確認（第５章・第６章）を
行う。所要時間　75分以上
【事後学修】
講義で実施した演習問題
（第５章・第６章）の復習
を行う。所要時間　75分以
上
に配布物、講義の解答、講
義内の演習問題の復習教材
をアップする 講義中に
Kahoot!【ICT】WebClassを使
用し理解度を測定する

【事前学修】
講義で配布する資料（第７
章）の事前確認を行う。所
要時間　75分以上
【事後学修】
講義で実施した演習問題
（第７章）の復習を行う。
所要時間　75分以上
に配布物、講義の解答、講
義内の演習問題の復習教材
をアップする 講義中に
Kahoot!【ICT】WebClassを使
用し理解度を測定する

5/13(水)

5/20(水)

5/27(水)

人間科学科法
学分野

人間科学科法
学分野

廣瀬　清英 講師

廣瀬　清英 講師

廣瀬　清英 講師

衛生法規(1)/医事衛
生法・薬事衛生法



講
義

5

講
義

5

講
義

2

著者名 発行所 発行年

中央法規出
版

2025医療法制研究会 監修

甲斐克則 編 信山社 2018

手嶋豊 著 有斐閣 2023

・教科書・参考書等
区分 書籍名

参考書 医療六法 令和8年版

参考書 医事法辞典

参考書 医事法入門 6版 (有斐閣アルマ)

衛生法規(4)/生活衛
生法・労働衛生法

2

【事前学修】
講義で配布する資料（第９
章・第１０章）の事前確認
を行う。所要時間　75分以
上
【事後学修】
講義で実施した演習問題
（第９章・第１０章）の復
習を行う。所要時間　75分
以上
に配布物、講義の解答、講
義内の演習問題の復習教材
をアップする 講義中に
Kahoot!【ICT】WebClassを使
用し理解度を測定する

社会福祉法 2

【事前学修】
講義で配布する資料（第１
１章）の事前確認を行う。
所要時間　75分以上
【事後学修】
講義で実施した演習問題
（第１１章）の復習を行
う。所要時間　75分以上
に配布物、講義の解答、講
義内の演習問題の復習教材
をアップする 講義中に
Kahoot!【ICT】WebClassを使
用し理解度を測定する

社会保障法 2

【事前学修】
講義で配布する資料（第１
２章）の事前確認を行う。
所要時間　75分以上
【事後学修】
講義で実施した演習問題
（第１２章）の復習を行
う。所要時間　75分以上
に配布物、講義の解答、講
義内の演習問題の復習教材
をアップする 講義中に
Kahoot!【ICT】WebClassを使
用し理解度を測定する

6/9(火)

6/16(火)

6/23(火)
人間科学科法
学分野

人間科学科法
学分野

廣瀬　清英 講師

人間科学科法
学分野

廣瀬　清英 講師

廣瀬　清英 講師



菅野耕毅 著 医歯薬出版 2004

甲斐克則・手嶋豊 編 有斐閣 2022

・成績評価方法

参考書 医事法判例百選 第3版

参考書 医事法学概論 2版

1 講義資料の作成、提示

【総括評価】
進級試験成績（100％）で評価する。合格基準の正解率は85〜90％をもって合格最低点の60
点とする。
注）テストの素点60点が合格点ではないことに注意すること。

【形成的評価】
小テストを実施して講義内容の理解度を確認し、その結果を学生にフィードバックする。
 実習中の口頭試問および毎時間の実習内容等をまとめたポートフォリオを評価し、学生に
フィードバックする。

到達目標 DP 中間試験 レポート 小テスト 定期試験 発表

100

その他 合計

1001,2,3,4
1,2,3,6,

7

講義 ノート型PC

台数 使用目的

・特記事項・その他
授業は講義形式で行う。講義内容の詳細は以下の講義日程を参照のこと 。
遅刻及び途中退室は原則として欠席扱いとする。

シラバスに記載されている事前学修内容および各回到達目標の内容について、教科書・レジメ
を用いて事前学修（予習・復習）を行うこと。各授業に対する事前学修及び事後学修の時間は
それぞれ最低75分を要する。本内容は全授業に対して該当するものとする。なお、適宜、講
義・実習冒頭で事前学修内容の発表時間を設け、授業の中で試験やレポートを課す場合は、次
回の授業で解説を行う。授業では、医学教育モデル・コア・カリキュラムの内容に留まらず、
必要に応じて最新の医学研究成果を教示する。

講義内でWeb演習教材Kahoot!を実施するためPCまたはスマートフォンを持参すること。
ブラウザのブックマークにhttps://kahoot.it　を入れておくか、スマートフォンの場合、それ
ぞれのアプリストアからKahoot!をダウンロードしておくこと。

講義資料はＷebclassで配信する。

当該科目に関連する実務経験の有無　無

・教育資源
PC、インターネット環境、Kahoot!、WebClass

・授業に使用する機器・器具と使用目的
使用区分 機器・器具の名称

100合計 100


